
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問）戦前の万博に関する資料はあるか。 
 

答）図書室内にある検索
けんさく

端末
たんまつ

では、所蔵資料を検索することができます。「なんでも検索」

にキーワードを入れると、タイトルや編著者名だけではなく、目次からも検索すること

ができます。検索端末でキーワード検索をしてみましょう。 

なんでも検索 ⇒ 万博 ⇒ 320 件ヒット 

 

ヒットした件数が多いので、手軽に読むことができる「開架
か い か

」にあるかどうか、画面上部の

「場所」にチェックを入れて絞り込みましょう。50 件ヒットしました。 

 

 

 

『皇紀・万博・オリンピック』（210.6/Ko12 開架一般 000065902） 

『戦時下の万博と「日本」の表象』606/Y31 開架一般 000055892） 

『戦争と万博』702/Sa97 開架一般 000046879） 

『幻の万博』606/Ku59 開架一般 000063937） 
 

次はキーワードを追加してみましょう。以下は「閉架
へ い か

」のみチェックボックスを入れます。 

絞り込み検索 ⇒ ことばで絞り込む ⇒ 戦前 ⇒ 39 件ヒット 

 

 

 

『幻の１９４０年計画』（210.7/Sh59 閉架一般 000065178） 

『幻の東京五輪・万博１９４０』（780/F87 地下書庫和図書  000060385） 

 

図書室には、書棚に並んでいる図書以外にもたくさんあります。 

検索端末を使って、読みたい本を探してみてください。 

操作方法等、カウンター職員までお気軽にお問い合わせください。 

ぶ ら り 
らいぶらりぃ 

～図書室にはこんな本があります～ 

Ｎｏ. ２８７ 

 
＊利用者からの質問をもとに昭和館図書室の資料をご紹介します。 

（書名の後の（ ）の数字は請求記号です。） 

 

開架とは、閲覧室
え つ ら ん し つ

にある 

書棚
し ょ だ な

のことです。 

閉架は書庫を指します。 

並べ替
か

え機能を選択し、検索結果一覧を 

並び替えることができます。 



4 月を迎
むか

え進学や就職で新生活を始めた方もいらっしゃると思います。時には新しい

環境
かんきょう

に緊張
きんちょう

し、ストレスを抱
かか

えることもあるかもしれません。特に、幼稚園
よ う ちえ ん

や小学校に 

通い始めたお子さんにとっては大人よりもさらに大変な時期でしょう。慣れない生活から

我慢
が ま ん

をすることが増えてストレスを抱え、家族に反発したり感情が爆発
ばくはつ

して癇癪
かんしゃく

を起こす

ことも多いのではないでしょうか。 

 家族が子どもの言動にどのように注意をするべきか悩
なや

むのは、昭和の時代も変わら 

なかったようです。今から 90年前の昭和 10年（1935）発行の『婦人倶楽部
く ら ぶ

』の附録
ふ ろ く

『子供

を良くする急所』の中で、「母の手に余る子供の欠点を矯
なお

すには」という記事が掲載
けいさい

されて

います。「癇癪もちの子供」については次のようにアドバイスが書かれています。 
 

  「外で大人しい子供が家に帰ると人中で我慢していた心が一度に爆発して一寸
ちょっと

した 

ことに癇癪を起すことがあります。そんなときに叱
しか

るのは火に油を注ぐと同じで 

却
かえ

っていけません。（中略）なるべく心の落着くようにしてやって、周囲の人々はどこ

までも冷静な態度で同情してやる方がいいと思います。後で後悔
こうかい

して悪かったと 

思っているのですから、その時しみじみ言ってきかせ、出来れば誰
だれ

も居ない所で 

お母さんでも静かに諭
さと

すのが一番いいようです。」 
 

また、同書では子どもの自尊心についても触
ふ

れています。周囲の大人が厳しく

注意せず「子供の気分を転換
てんかん

させる柔
やわ

らかい方法」で「子供の人格を尊重し其
その

自尊心を傷 

つけない様に教導することが大切だ」と指摘
し て き

しています。 

 『婦人倶楽部』は戦後もたびたび読者からの育児の悩
なや

みに答えていました。昭和 29年（1954）

には、「育児相談室」という特集で幼稚園に通う子どもの母親から相談が寄せられています。

「ちょっと叱られてもふくれてしまって、にくたらしい口をききます。幼稚園ではそれほど

でもないようですのに、家庭では強情ぱりで…」と悩む母親に対し、回答者は「上手な 

取扱
とりあつか

いが大切」と説いています。 
  

  「反抗
はんこう

するのは正常な一つの発育過程です。（中略）もうお子さんにはお子さんなりの

考えというものができていますから、何でも親がきめてその通りにやらせようとせず、

子どもさんのやりたいようにやらせてごらんなさい。案外子どもさんの方に理がある

時もあります。」 
 

  最近では親が言うことに対して月齢
げつれい

の低い子どもが何に対しても「イヤ！」と拒絶
きょぜつ

する

時期を「イヤイヤ期」と呼ぶそうです。一筋
ひとすじ

縄
なわ

にはいかないものですが、昭和期の 

アドバイスも参考にして子どもの気持ちを尊重しつつ成長を見守りたいですね。 
 

※引用文の旧漢字、旧仮名遣いは改めました。  

 

（参考文献） 

『婦人倶楽部 第１６巻第１号 附録（昭和１０年１月）』（051/F64/Z16-1 閉架雑誌 100013500） 

『婦人倶楽部 第３５巻第１２号（昭和２９年１２月）』（051/F67/35-12 閉架雑誌 100021669） 

ぶ ら り ら い ぶ ら り ぃ ～図書室にはこんな本があります～ ＮＯ．２８７ 
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